第３学年　道徳指導案
日　時　平成25年11月22日（金）第４校時
場　所　御嵩町立上之郷小学校　３年生教室

授業者　第３学年担任
１　資料名　　『　どんどん橋の出来事　』　　１－②思慮
２　ねらい
主人公「ぼく」が，仲間の行動から判断に迷い，自分も大丈夫だと考えて行動し，後悔した様子を資料から読み取る活動を通して，楽しさや面白さだけにとらわれず，よく考えて行動しようとする態度を養う。

３　展開

	過程
	学　習　活　動
	指導・援助・留意点

	導
入
	１，川に流したおもちゃの船の映像を見て，感想を交流し，後に読み取る資料について方向付けをする。
○もっと流れが速く，渦を巻いているような所があったらどうしますか。

・どうなるか，やってみたい。おもしろそう。

	・防災教育で「増水時は川へ近づかない」
ことを学んでいるため，エスカレートする
前の水遊びの映像を視聴させ，本時の資料で登場人物に共感できるようにする。

	展

開

前

段
	２，資料「どんどん橋の出来事」を読み，主人公の気持ちについて考える。（感想交流後）
○まことくんが「大丈夫だよ。ぼくのかさは丈夫だからな。」といったとき「ぼく」はどう思ったか。
・本当に大丈夫なの。かさがおれてしまうかもしれないよ。

・やめたほうがいいよ。ぼくはやらない。
○ばらばらになったかさをじっと見て目の中に熱い涙がたまるのがわかった「ぼく」の何とも言えない気持ちとはどんな気持ちだったのか。

・やっぱりかさはこわれてしまった。やらなければよかった。

・どうして真似なんかしてしまったのだろう。

◎すみおくんが「やってみるよ。」と言った後，「ぼく」はなぜ迷ったのか。
・たまたま大丈夫だっただけで，やっぱりかさはこわれると思った。
・けれど二人のかさがだいじょうぶだったから，もしかしたらだいじょうぶだ。やってみようと思った。
・ゆう気がないとか，よわ虫なんていわれたくないな。
	· みんなが「流れが強いからやめなよ。」と言ったことに着目させ，主人公が自分のかさでためすのは止めるべきだと思っていたことに気付かせる。
· かさがこわれてしまったのは自分だけだったが，正くんが「ぼくはいやだ。」と言ってことわっていたことに着目させ，はじめの判断が正しかったことに気付かせる。 
· 「どうしようかまよった。」を取り上げ，他の子のかさが大丈夫だったから自分のかさも，きっと大丈夫だろうと正しく判断できなくなったことに気づかせる。

	展

開

後

段
	３，今までの生活をふりかえり，やってみたいけど危ないと感じたときのことを話し合う。
○やってみたいけれど危ないと感じたとき，どうしたか。
・道路でサッカーやキャッチボールをしていて，車にぶつかりそうになっ
たため,道路で遊ぶのを止めた。
・川で遊んでいたとき，流れの速いところや深いところに行こうと誘われたけれど,危険だから止めておいた。
	
【防災教育の観点】

≪思考・判断≫

「今までも大丈夫だから今度も大丈夫だ」「他の人が大丈夫だから自分も大丈夫だ」と考えてしまうことから，人は危険に気付くことができなくなることを理解できる。

	終

末
	４，教師の説話を聞く。
○水難事故のニュースと教師の体験談を話す。
・長良川の水難事故の事例を紹介する。

・木曽川で遊んでしまい注意されたが，その後は深い場所や流れの速いところではむやみに遊泳しないようする気持ちをもてたことを話す。
	
【人権教育の観点】

≪自己啓発力≫　

楽しさや面白さを伴うことでも，危ないと感じたら，大変な事になる前に，自分の行動を制止したり，注意を促したりすることが大切だということを自覚できる。


